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アジア太平洋圏未上場企業投資ファンドの組成 

 

三菱商事は、本年 11 月 14 日に、東京海上日動、新生銀行、日興コーディアル証券と共同でア

ジア太平洋圏未上場企業投資ファンドを組成しました。総額 132 億円のこのファンドは、中華圏を

中心に、米国並びに日本企業にも投資を行います。事業が軌道に乗りはじめた電子産業関連企

業への投資が中心になりますが、中国においては電子産業に限らず幅広い分野の未上場企業に

対し出資比率 20%程度までの成長資金の提供を行います。投資期間は 5 年、運用期間は 8 年を

予定しています。 

 

運用は当社の子会社である MC Capital Asia Pacific 株式会社並びにMC Capital Asia Pacific 

Cayman Ltd があたりますが、東京海上日動の香港子会社がアドバイザーとして運用会社をサポ

ートします。また、当社の営業部門との共同投資や、同部門並びに海外拠点による営業支援等に

より投資先の価値の向上を図ります。 

 

当社は 1990 年初頭から国内外で未上場株式（プライベート・エクイティー）投資を積極的に展開、

大きな成果を上げ、ノウハウを蓄積して来ました。アジアにおいては MC Capital Asia 社(台湾・香

港）を通じて過去約 8年間に 40 数社に投資を行い、高い運用利回りを達成しています。 

 

当社は中国を重点地域と位置づけ、事業投資を含め戦略性の高い案件に対して優先的な資産

配分を行っています。長期的に高い経済成長が期待される中華圏において、優良資産への投資

を加速しようとする 4 社の狙いが一致し、ファンド組成に至ったものです。 

 

今後、総額 165億円を限度に、追加投資家を募る予定で、事業会社が運用する単独のプライベ

ート・エクイティー・ファンドとしては最大級の規模となります。 
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